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☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁

「弁当は麦めしをもっていったり、かぼちゃ、じゃが
いも、などをもっていくが、風呂敷で腰にくくりつけ
てさわいで歩くので途中で落として学校につく頃には
ひとつもなくなり結局食べられなくなったこともあり
ました。」
　地区の古老が語られた栄小学校の思い出です。大正
時代のことと思われます。
　栄小学校は明治４０（１９０７）年７月１日、畚部
（ふごっぺ）尋常小学校として開校しましたが、それ
以前の１０年間はお隣りの蘭島尋常小学校に通学して
いました。
　同校は当時、蘭島の警察官駐在所の近くにあって、
栄町地区から歩いて通学するには時間がかかり、フ
ゴッペトンネルのある丘陵を越えるのは大変で、設立
当時の記録には「通学ノ距離二里ヲ超エ雨天雪中ノ通
学ノ困難ナルコト譬フルニモノアラザリキ」と２里
（約６ｋｍ）を越える通学の困難さは例えるものがな
いと記されています。
　明治１０年代、栄町地区には開拓使来の官林（国有
林）の木材切り出しのため、たくさんの杣夫（そま
ふ）が入ってきました。その後、明治３０年代になっ
て官林の貸下げや払下げが許されて人口が増えたこと
が、小学校設立の追い風になりました。
　前述の記録では「本村有志、父兄之ヲ恵ヒ理事者ト
相謀リテ、工事ノ中四百余円ヲ寄付ニ仰ギ町費ヨリ
二百余円ヲ支出」することになり、六百円（当時）の
予算で工事が始まりました。
　『栄町郷土史』によると、校地は石田彦八さんから
４５０坪（約１，４９０㎡）のご寄付をうけ、木造平
家、３２．５坪（約１０７㎡）の校舎に２０坪（約
６６㎡）の教室がひとつ、工事の竣工は明治４０年５
月のことでした。
　翌６月１８日には美国尋常高等小学校から異動した
尾川悦良さんが初代校長になりました。１年生から４
年生まで児童５６名、開校式は同月１５日に行われ、
田中久蔵町長（当時）ほか町内の小学校長、地区の人

達５０名以上が集まって盛大に行われました。
　明治４５年には児童が増えたため２０坪の教室をも
うひとつ増築しました。
　大正１１年１２月４日、大川尋常小学校の使わなく
なった教室２つ分の木材をもらい受け、屋内運動場の
建設工事が始まりました。多くの村民が協力して同月
２０日には竣工し、この日に落成式を行いました。午
後いっぱい、時間を忘れて行った祝宴は「空前の盛
典」だったそうです。
　大正年間、毎年の卒業生は５～１０名前後で推移、
昭和に入って２０名を超える卒業生のある年もみられ
ました。
　昭和８年頃には増えてきた児童と老朽化が進んだ校
舎をなんとかしようと、保護者や地域の関係者が話し
合い、役場へ要望を届けました。
　しかしこの頃はニシンが不漁、冷害による不作に見
舞われ、国内的にも昭和恐慌で厳しい時期が続いてい
ました。昭和１０年も「本年は不漁、不作のため運動
会中止を畚部村役員会の決議として、部落会長より申
込あり」と記録されています。
　地区の念願がかなって新築工事が始まったのは翌
１１年のこと、北島善吉さんから寄贈された１，
８００坪の校地に１７０坪の建物が建てられました。
落成日は昭和１２年７月１日、開校３０周年とあわせ
て盛大に行われたということです。当時の児童数は
１１０名でした。

　余市町の埋もれた歴史等を紹介し、改めて余市町を再認識するコーナーです。

～その248～『栄小学校』

　４月１２日（土）より余市水産博物館・旧下ヨイチ運上家・旧余市福原漁場・フゴッペ洞窟の今年度の開館
が始まります！
　また、１２日（土）と１３日（日）は町民無料デーとなっており、町民の方は氏名・住
所がわかるものを持参のうえ、受付で「余市町民です！」とお伝えいただければ、無料で
入館ができます。
　博物館では、昨年来てくれた実習生が企画した４・５月ピックアップ展示「ニシンの真
珠」を開催します！
　そのほかの展示もリニューアルしていますので、ぜひ、皆さんのご来館をお待ちしてい
ます！！

博 物 館 文 化 財 ニ ュ ー ス
※１２月１６日から冬期休館中　
問合せ　博物館　☎２２－６１８７

博物館・文化財施設の開館＆町民無料デーのお知らせ

▲ 新校舎の上棟式　昭和１２年『栄町郷土史』


